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　コロンビアのゴルゴナ島には形成年代が一番若い（～90Ma）新鮮なコマチアイトが産出し、カリブ-コロン

ビア海台のマグマ活動に伴い形成されたと考えられている[1]。太古代や原生代の緑色岩帯に産出する大半のコ

マチアイトは、数億年間の大陸の変動や変質によって他の火成岩との関係性が不明瞭になっている場合が多

く、造構場やマグマ生成条件の推定が難しい側面がある。ゴルゴナ島のコマチアイトは形成場が明らかな点

や、変質が少ない点において、コマチアイトを生成したマグマ活動の本質を知る上での模式地といえる。カリ

ブ-コロンビア海台はマントル深部から上昇したプルームの溶融によって形成されたと考えられている。コマチ

アイトの187Os/188Os比は、0.1286-0.1509の幅広い変動幅をもち、他種の同位体比でも見られている不均質

性から、複数のマグマ源が推定されている[1, 2]。ゴルゴナ島のコマチアイト溶岩流は、島の大半を構成する玄

武岩溶岩流に挟在しており、その他ピクライトや集積岩（斑れい岩、かんらん石斑れい岩、ウェールライ

ト、ダナイト) から成る岩体も随伴している。本研究では、これらの広範な火成岩についてOs同位体比測定を

おこない、海台の形成に関連するマグマ源の不均質性について再検討をおこなった。全岩相が形成する主要元

素組成のトレンドは本源マグマの結晶分化に伴う組成変動として調和的だが、TiO2 およびOs の濃度変動に着

目した場合 (1)コマチアイトや集積岩、玄武岩を形成するマグマ (2) TiO2やOsが (1)と比べて枯渇している、ピ

クライトを形成したマグマの2種類の活動があったことが判明した。一方187Os/188Os比の変動は、コマチアイ

トが0.1285 - 0.1314、ピクライトが 0.1276 - 0.1317、集積岩が0.1270–0.1366と先行研究[2]の報告とほぼ

一致しており、上記2種類のマグマの違いは不明瞭であった。今後、187Os/188Os初生比やその他微量元素濃度

を詳細に比べることにより、２種類のマグマの関係性がより明瞭となることが期待される。 
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